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令和７年１２月２４日 文責：校長 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【学校教育目標】 
やさしく、かしこく、たくましく 
笑顔の花咲く 桜っ子の育成 

～すべては子ども達の自信のために～ 
 

 

興譲館の梅

子どもたちの表彰 おめでとう！ 今学期もみんなのがんばりがたくさん見られてうれしかったです！ 

 

本日の終業式では、２学期の始めにみんなに期待した 

①目標を立てて毎日がんばりましょう 

②行事にやる気をもって参加しましょう 

③早寝早起きを心がけましょう 

ができたかどうかのふりかえりを行いました。 

 その後、以下のような話をしました。 

 

みなさん「おかげさま」という言葉を知っていますか。お世話になった人に感謝の気持ちを表す言葉です。 

さて、皆さんの周りにはお世話になっている方がたくさんいますね。誰でしょうか？担任の先生、習い事の先生、

監督、コーチ、そして友達などたくさんですね。 

しかし、その中でも一番感謝を伝えてほしい方がいます。誰だかわかりますか？それは親です。親という存在がな

ければ、みなさんはこの世に生まれていません。人は誰でも生まれてからしばらくの間は「自分を守ってくれる人」

が必要です。赤ちゃんの時からこども園などに通う頃は、みなさんを養い育ててくれる人がいなかったら、生きてい

くことはできなかったでしょう。つまり、みなさんが元気に生活を送ることができるのは、親をはじめ家の方、周り

の大人達のおかげです。みなさんの親は何をおいてもみなさんのことを考え、そして励みにして毎日を過ごしていら

っしゃることと思います。 

親にとってみなさんは「かけがえのない存在」です。そんな親の思いに応えるための最大のプレゼントは、親に「安

心を与えること」なのかもしれません。だからその「かけがえのない自分を」大切にしてほしいと思っています。ケ

ガをしたり事故に遭ったりけんかをしたり、また、大切な存在である友達に嫌なことを言ったり、たたいたりけった

り……、そんなことをすると親や周りの大人は心配し、悲しみます。親への感謝の気持ちは、そのようなことがない

よう毎日を過ごしていくことだと思います。 

この冬休みは自分の親への感謝の心について、じっくりと考えてほしいです。そうすると自然に、年末年始のお手

伝いなども、頼まれるのではなく自分から進んでできるのではないかと思います。もちろん冬休みの課題もしっかり

と取り組んでくださいね。1月8日（木）に元気なみなさんに会えることを楽しみにしています。 

今学期は、運動会、フリー参観、バス旅行（１～５年生）など、行事を無事に終えることができました。 

また、先日はインフルエンザ感染拡大予防の観点から、学級閉鎖をさせていただいた学級が３クラスありまし 

た。いずれにしても保護者の皆様のご理解とご協力のおかげと心から感謝しているところです。 

年が明け、３学期は１年間の学習、生活のまとめの学期です。しっかりと学習に取り組ませると 

ともに、より良い生活についても丁寧に指導してまいります。 

今後も桜岡小学校の教職員と保護者の皆様とで協力し合いながら、一歩一歩前に進んで行けたらと 

思っています。保護者の皆様、どうぞよいお年をお迎えください 


